






















































































その他，本fi:.全 体 に つ い て は 経i庁学説史の方法一一続出学の現状についての
























































































が， しかし，筆者は，初心の学生諸君に [uJ平をf(先に読むことは奨めなL、。 何故な
















































































































































一方に， リアル・ターム，即ち「所得の大きさ J， I利子半」……「貨幣it」，
「補j-D1'{1(用」を控えさせると同時に，他方に， ヨリ主要な役割を，夫々対照
的に， fantastic な(所前“心理的"な)ターム，即ち I~百貨性 [(l]J ， I資本
(14) 
の限界効率」・…・・l流動性選好J，利廻りの予怨」に担わせている。
(14) シュムベーターによれば，立地の必い見 jjではあるが一一ケインズの Iiげ'd'l:I'J，






























































































































































































うことを腹蔵なく認めている。……もし，我々が A， 8， C ……が与え
えれるならばDはEに依存するであろうというような形の議論〔所謂“決
定論")で満足するならば，勿論，我々の経済世界に関する描写を著しく















































































①「今差当 1)，労働者はヨリ低い貨幣賃金では ff~ こうとは欲せず，そして貨
幣il-金の現行水iV二の引下げ、は，ストライキやその他の方法を通じて，現在
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フィクションとしての経済学 ケインズとマルクス (I) 67 
人間)の出自，その主体性の発揮，これである。
勿論，そのチャンスは，一個人の小賢しい智慧によるのではなく，我々人
類(全部)の危機についての使命(或は責任)一ーというよりは，我々の宇
宙全体が，一つの集約として，我々に，就中その天才を通しでもたらすとこ
ろの，かの運命に拠る。
ともあれ，我々(凡庸)は，我々(の天才)における思想の力，そのダイ
ナミックな働きを(たとえ，それが文字通り単なるフィクションとして終る
ものであるにせよ)，忌仰なし認めるべきである。
あらゆる議論(勿論，科学的議論を含めて)は，そこにこそ，固有の出発
点を持つ。
「経済学者や政治哲学者の思想、は，それが正しい場合にも間違っている場
合にも，一般に考えられているよりも遥かに強力である。事実，世界を支
(4) 
配するものは，それ以外にはないのであるり
(4) ケインズ『前拍手?J，訳386兵。(傍点筆者。)
〔未完〕
'85.7.29 
本稿に関わる筆者の社会哲学(の試み).認識論的背景については，拙稿「アジア
概念，へーゲル「精神現象学』に拠って(2 )一一カント，へーゲル，フッサールJ.
東南アジア研究年報第27集，併参。
